
学校 体 育 の指 導 過 程 にお い て

抱 かれ る教 師 の 「創 作 ダ ンス」

観 念(II)

-『 女子体育』誌における 「小学校の

表現運動」「中学校のダンス」から-

佐 々木 昌 代

1.ね らい及び方法

社団法人日本女子体育連盟発行 『女子体育』 よ

り, 実践報告 「小学校の表現運動(高 学年)」 「中

学校のダンス」(平成元年4月 号～平成6年3月

号)を 取 り上げ, 具体的な指導案を除く文章部分

を意味微分 ・類別 し, 以下の(1)～(3)について, 小
・中学校体育の指導過程において抱かれる教師の

創作ダンス観念を相対的に探究する。

(1)指 導者, 学習者 の創作ダンスに対す る意

識, 特に期待感, 抵抗感などについて

(2)(1)の 意識を起因させる背景について, 併せ

て学習者に関してはその実態について

(3)(1)(2), 特に学習者の意識 とその背景, を受

けて, 指導者が意図する学習のね らいについ

て

2.結 果及び考察

(1)指 導者, 学習者の意識

・学習者の意識は, 小学校で期待感がよ り多 く, 

中学校で抵抗感がより多 くなっているが, 平成

4年 度以降は小 ・中学校ともに期待感が増加 し

ている。
・指導者の意識は, 中学校で抵抗感が多いが, 学

習者同様に平成4年 度以降は期待感に転 じてい

る。

(2)指 導者の意識の背景

・小 ・中学校 ともに, 他領域 との比較において

「個性を生かす」「個性との出会い」などの価値

を認め, 学習者が 「意欲的に生き生きと動いて

くれる」期待 と 「動いてくれない」不安が交錯

し, 授業の成否が期待感 とも抵抗感とも繋がっ

ている。
・中学校で, 授業者 として, あるいは学習者(学

生)と しての経験の有無が自信や不安に繋がっ

ているとする指導者がみられる。
・中学校で, 男女共修の授業実践 とともに不安が

期待に転 じたとする指導者がみられる。

(3)学 習者の意識の背景及び実態

表1 表題, 学習者の意識, 指導者の意識

表2 指導者の意識の背景に関わる頻出内容
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・ 「楽 しい」「好 き」「やってみたい」などの期待

感や満足感は, 小学校では自由に表現できるこ

とによって, 中学校では軽快な音楽にのってリ

ズ ミカルに動 くダンスによる興味と経験によっ

ている。
・ 「はずか しい」「嫌だ」「やらされている」など

の抵抗感は, 小学校では 「うまくないから」「わ

からないから」といった学習の成否によって, 

中学校では 「ダンス」「創作」そのものに対する

趣向や興味関心, 経験不足によっている。
・小学校では, 学習者の表現運動に対する意識 よ

りも, 学習の内容から具体的な課題を見出して

いる。すなわち, 表現運動の学習のスタイルを

理解 して表現することはできるが, 感 じを出し

切るところが課題である。
・中学校では, 学習者のダンスに対する意識その

ものに課題を見出 している。すなわち, 経験不

足 と中学生特有の趣向が考慮された学習を体験

することによって, ダンスへの意欲の掘 り起 こ

しが課題である。
・中学校で, 男女共修授業の積み重ねによる成果

として, 「個性」に加え 「男女の特性」を生かす

ことから学習者の新たな期待感を見出している。

(3)学 習のねらい

・小 ・中学校ともに, 「一人ひ とり」の個性を生

か しつつ, 「身体を使いきる」極限性を体験 さ

せ, 学習者同志の 「高め合い」といった体育学

習の基本的目標をねらいとしている。
・小学校では, 学習者一人ひ とりが表現運動に

「主体的に」取 り組み 「自分の世界に変身」し

てな りきって動くこと, すなわち, 何をどのよ

うに表現するかを理解 し感 じを込めて うまく表

現できることから, 表現運動が本質的に持って

いる楽しさや喜びを味わうことをねらいとして

いる。
・中学校では, 学習者が特に 「恥ずか しい」と感

じる自己表現に取 り組む前に, 学習者の興味関

心に添った リズ ミカルなダンスや運動会作品, 

あるいはダンスウォームアップなどによって踊

る楽しさや喜びを味わ うことから, ダンスの本

質に向か うことをね らいとしている。

3.ま とめ

学校体育の指導過程において抱かれる教師の創

作ダンス観念について, 『女子体育』誌 「小学校の

表現運動(高 学年)」 「中学校のダンス」から探究

したところ, 以下の結果がえられた。

(1)中 学校においては指導者の創作ダンスに対

する抵抗感がより多 くなっているが, 期待

感への転換の方向にあり, それは授業の成

否による学習者の意識によっている。

(2)学 習者の創作ダンスに対する抵抗感は中学

校でより多くみられるが, 小学校とともに

期待感への転換の方向にあり, 小学校では
「わかる」「できる」が学習者の期待感 ・抵

抗感に繋が り, 中学校では創作ダンスの特

性と学習者の興味関心 とのずれが抵抗感に

繋がっている, と教師は捉えている。

(3)教 師は学習者の創作ダンスに対する意識 ・

実態を的確に捉えそれ らに添って, 小 ・中

学校ともに 「楽 しさ, 喜びを味わ う」授業

を 目標としながら, 小学校では 「わかる」

「できる」学習を組み立てることでその結

果として学習者にとって楽 しい授業をねら
い, 中学校では第一に 「楽 しい」学習を 目

指 して学習者がダンスの授業を好きになる

ことをねらいとしている。

(1)(2)(3)を考え合わせると, (3)の積み重ねによっ

て(1)(2)の結果がえられていると想像されるが, 現

場教師の実践報告では, その性格か ら個々の積み

重ねを中心に述べられているため明らかではない。

学校体育あるいは女子体育全般を見通 した授業実

践の積み重ねによる成果は具体的な学習指導とし

てまとめられていると考えられるので, 今後, 研

究を継続するなかで, 明らかにしていきたい。

表3 学習者の意識の背景及び
実態に関わる頻出内容

表4 学習のねらいに関わる頻出内容
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